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令和6年9月 市議会定例会

　

今
定
例
会
で
は
、
国
県
支
出

金
の
活
用
や
指
定
寄
附
に
伴
う

も
の
の
ほ
か
、
当
初
予
算
で
措

置
で
き
な
か
っ
た
経
費
や
不
足

が
見
込
ま
れ
る
経
費
、
ま
た
、

台
風
10
号
の
被
害
に
伴
う
災
害

復
旧
を
迅
速
に
進
め
る
た
め
の

追
加
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま

し
た
。

　

主
な
も
の
と
し
て
、
平
塚
市

び
わ
青
少
年
の
家
の
利
用
者
拡

大
に
向
け
た
野
外
ト
イ
レ
の
改

修
や
備
品
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
、

野
外
炊
事
場
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
な

ど
、
魅
力
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
る

た
め
の
各
種
経
費
や
、
ひ
と
り

親
家
庭
な
ど
の
子
ど
も
の
進
学

機
会
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
、
大
学
な
ど
の
受
験
や

模
擬
試
験
に
要
す
る
費
用
の
助

成
経
費
が
計
上
さ
れ
た
ほ
か
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
の
定
期
接
種
に
向
け
た
関
連

経
費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
認
定
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
内
容
や
活
用
に
つ

い
て
問
わ
れ
た
ほ
か
、
平
塚
総

合
体
育
館
の
観
覧
席
を
増
や
す

こ
と
に
至
っ
た
経
緯
や
増
席

数
、
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ

る
プ
ロ
チ
ー
ム
の
公
式
戦
の
収

入
を
問
わ
れ
た
ほ
か
、
平
塚
市

中
央
図
書
館
と
南
図
書
館
の
改

修
に
伴
う
休
館
時
期
や
休
館
中

の
資
料
の
貸
し
出
し
に
つ
い
て

の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、
な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
改
修
内
容
や
高
齢
者
を

対
象
と
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
定
期
接
種
な
ど
も
問
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
左
記
で
紹
介
す

る
経
費
な
ど
が
計
上
さ
れ
、
採

決
の
結
果
、
全
員
異
議
な
く
可

決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
一
般
職
員
の
勤
務
時

間
及
び
休
暇
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

時
間
額
で
報
酬
を
定
め
る

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
の
う
ち
、
職
務
の
特
殊
性

が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
、
休
暇

な
ど
に
関
す
る
規
定
を
適
用
さ

せ
る
た
め
、
規
定
を
整
備
す
る

条
例
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
こ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
改
正
と
な
っ
た
理

由
や
部
活
動
の
地
域
移
行
へ
の

影
響
、
県
下
自
治
体
で
の
状
況

な
ど
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

平
塚
市
七
国
荘
の
設
置
及
び

管
理
等
に
関
す
る
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

平
塚
市
七
国
荘
の
閉
館
に
伴

い
、
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

常
任
委
員
会
で
は
、
来
年
４

月
１
日
以
降
の
所
管
課
に
つ
い

て
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
全
員
異
議
な

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
可
決

主 な 内 容
総括質問� ２〜7面
清風クラブ� 2・3
　諸伏清児　佐藤貴子　須藤量久
　黒部栄三
公明ひらつか� 4
　上野仁志　五十嵐豊　石田美雪
湘南フォーラム� 5
　山原栄一　小泉春雄　出村　光
しらさぎ・無所属クラブ� 6
　江口ともこ　渡部りょう
日本共産党平塚市議会議員団� 6
　髙山和義
無所属� 7
　臼井照人　佐藤由美子
常任委員会の審査概要� 3・7面
審議の結果� 8面

「
平
和
な
平
塚
」《
撮
影
　
野
村
昌
弘
さ
ん
／
長
持
》

�

撮
影
日
　
令
和
６
年
9
月
25
日

く
可
決
し
ま
し
た
。

◆�

人
事
案
件
に
同
意

　

任
期
満
了
を
迎
え
る
教
育
委

員
会
委
員
及
び
固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員
の
選
任
に
関

す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、
全
員

異
議
な
く
同
意
し
ま
し
た
。

　
［
教
育
委
員
会
委
員
］

○
小
林
誠
氏
（
四
之
宮
二
丁

目
）

　
［
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
］

○
作
本
恵
美
氏
（
浅
間
町
）

　
平
塚
市
議
会
は
、
令
和
６
年
８
月
27
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で
、
25
日
間
の
会
期
で
９
月
定
例
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
定
例
会
で
は
、
市
長
提
出
議
案
と
し
て
、
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
や
条
例
の
一
部
改
正
、
人
事
案
件
な
ど
21
案
件
が
提
出
さ
れ
、
こ
の
う
ち
令
和
５
年
度
決
算
の

認
定
な
ど
に
関
す
る
４
案
件
を
除
く
17
案
件
を
原
案
ど
お
り
可
決
、
同
意
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
や
意
見
書
提
出
に
関
す
る
２
件
の
会
議
案
が

提
出
さ
れ
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
※
議
案
と
審
議
の
結
果
は
８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

決
算
特
別
委
員
会
を
設
置

　

令
和
５
年
度
一
般
会
計
・
特

別
会
計
決
算
及
び
公
営
企
業
決

算
の
認
定
に
関
す
る
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
本
経
済
は
物
価
上
昇
な
ど

の
影
響
が
あ
る
一
方
、
新
型
コ

ロ
ナ
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が

変
更
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
を
特
別
視

し
な
い
日
常
が
ス
タ
ー
ト
し
た

こ
と
か
ら
、
緩
や
か
な
回
復
基

調
を
取
り
戻
し
た
中
、
一
般
会

計
決
算
の
歳
入
で
は
、
市
税
の

増
加
は
あ
る
も
の
の
、
公
共
施

設
整
備
保
全
基
金
繰
入
金
の
減

少
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比

１
・
８
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
の
９

８
７
億
５
千
万
余
円
と
な
り
ま

し
た
。
歳
出
で
は
、
電
力
・
ガ

ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
給
付
事
業
や
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
事
業
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
比
１
・
０
パ
ー
セ
ン
ト

減
少
の
９
５
２
億
７
千
万
円
余

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
う
ち
競
輪
事
業

で
は
、
日
本
選
手
権
競
輪
や
湘

南
ロ
ー
ズ
カ
ッ
プ
戸
川
杯
を
開

催
す
る
な
ど
、
収
益
確
保
に
努

め
ま
し
た
。

　

病
院
事
業
で
は
、
診
療
単
価

の
上
昇
な
ど
に
よ
り
医
業
収
益

は
増
加
し
た
も
の
の
、
医
療
提

供
に
伴
う
費
用
の
増
加
が
あ

り
、
医
業
収
支
は
マ
イ
ナ
ス
と

な
っ
た
ほ
か
、
感
染
症
に
係
る

補
助
金
が
減
少
し
、
赤
字
決
算

と
な
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
事
業
で
は
、
平
塚
市

総
合
浸
水
対
策
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
真
土
地
区
の
浸
水
対
策

事
業
を
実
施
し
た
ほ
か
、
桜
ケ

丘
ポ
ン
プ
場
な
ど
の
長
寿
命
化

対
策
事
業
を
進
め
ま
し
た
。

　

議
会
で
は
、
詳
細
な
審
査
を

行
う
た
め
決
算
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
閉
会
中
に
継
続
審
査

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

（
特
別
委
員
会
の
委
員
構
成
は

８
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

●庁用車両管理事業
　�庁用車両のリースアップに伴い、環境に配慮
したハイブリット車を購入するための経費
…………………………………………� 377万円
●社会福祉協議会活動推進事業
　�社会福祉のための指定寄附金を社会福祉基金指
定交付金として交付するための経費…�5千万円

●道路施設改修事業
　�歩道橋の撤去に向けた設計委託や、幹線道路
を舗装修繕するための経費…………�3610万円
●地区公民館管理運営事業
　�金目公民館及び富士見公民館の大規模改修に向
けた基本計画を策定するための経費…�2千万円

一般会計補正予算の一部を紹介一般会計補正予算の一部を紹介
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総
括

　
本
市
議
会
で
は
議
案
へ
の
質
疑
と
、
市
政
な
ど
を
問
う
一
般
質

問
を
合
わ
せ
て
行
い
、
そ
れ
を
「
総
括
質
問
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
今
定
例
会
で
は
、
15
人
の
議
員
が
総
括
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。

★
詳
し
い
質
問
内
容
は
、
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
大
学
の 

跡
地
に
つ
い
て

問
　
神
奈
川
県
川
崎
競
馬
組
合

が
示
し
た
神
奈
川
大
学
跡
地
の

利
活
用
計
画
に
つ
い
て
、
現
在

の
市
の
検
討
状
況
を
伺
う
。

市
長
　
両
副
市
長
及
び
関
係
部

長
で
組
織
す
る
対
策
会
議
や
関

係
課
長
で
組
織
す
る
検
討
部
会

を
開
催
し
、
県
川
崎
競
馬
組
合

か
ら
事
業
計
画
案
の
説
明
を
受

け
、
情
報
共
有
を
図
っ
た
。
ま

た
、
各
種
法
令
や
市
の
計
画
と

の
整
合
性
を
確
認
し
、
事
業
を

進
め
る
た
め
の
課
題
の
洗
い
出

し
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
県
川
崎
競
馬
組
合
が
示
し

た
事
業
計
画
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
近
隣
説
明
会

で
は
、
現
在
、
用
途
地
域
に
よ

る
建
築
物
の
用
途
制
限
は
「
大

学
」
に
な
っ
て
お
り
、
変
更
手

続
き
や
環
境
影
響
評
価
の
手
続

き
、
工
事
の
完
了
な
ど
を
踏
ま

え
、
10
年
程
度
を
見
込
ん
で
い

る
と
説
明
が
あ
っ
た
。

問
　
神
奈
川
大
学
の
事
業
計
画

を
市
と
し
て
も
し
っ
か
り
と
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
お
い
て
西
部
地
域

は
、
２
核
１
地
域
の
重
要
な
地

域
だ
と
考
え
て
い
る
。
計
画
を

進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

住
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

問
　
西
部
地
域
の
活
性
化
を
図

る
の
で
あ
れ
ば
、
周
辺
の
公
共

施
設
と
連
携
を
し
、
市
か
ら
も

積
極
的
な
提
案
を
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
西
部
地
域
全

体
と
し
て
盛
り
上
が
る
よ
う
な

仕
組
み
や
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ス
マ
ー
ト
農
業
の 

推
進
に
つ
い
て

問
　「
ス
マ
ー
ト
農
業
技
術
活

用
促
進
法
」
に
つ
い
て
の
見
解

を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
本
市
の
農
業

施
策
を
さ
ら
に
後
押
し
す
る
も

の
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
の
本
市
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
と
の

違
い
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
県
や
本
市
が

行
っ
て
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
へ

清
風
ク
ラ
ブ

の
支
援
は
、
自
ら
の
農
地
を
耕

作
す
る
農
業
機
械
な
ど
へ
の
補

助
で
あ
り
、
農
家
へ
の
直
接
的

な
支
援
で
あ
る
。
国
の
制
度

は
、
低
金
利
で
の
長
期
融
資
や

税
制
上
の
優
遇
措
置
で
あ
り
、

次
年
度
以
降
に
つ
い
て
の
説
明

会
は
こ
れ
か
ら
だ
が
、
比
較
的

規
模
の
大
き
な
支
援
と
捉
え
て

い
る
。

問
　
本
市
の
農
業
に
合
っ
た
今

後
の
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組

み
を
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
ス
マ
ー
ト
農

業
は
総
合
計
画
に
も
位
置
付
け

ら
れ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
予
算

の
中
で
効
率
化
や
生
産
性
の
向

上
を
図
っ
て
い
く
。

平
塚
総
合
体
育
館
の 

改
善
に
つ
い
て

問
　
空
調
設
備
が
整
っ
て
い
な

い
施
設
を
利
用
団
体
や
利
用
者

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
声
が
あ
る

の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
平
塚
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
を
は
じ
め
と
す
る

利
用
団
体
な
ど
か
ら
、
熱
中
症

対
策
と
し
て
、
第
２
体
育
室
や

第
３
体
育
室
へ
の
空
調
設
備
の

設
置
や
、
貸
出
用
大
型
扇
風
機

を
増
や
し
て
欲
し
い
な
ど
の
声

が
あ
る
。

問
　
早
期
に
空
調
設
備
を
設
置

す
る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
で
き
る
だ
け

市
民
の
声
に
応
え
る
よ
う
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
令
和
５

年
度
決
算
と
今
後
の
財
政
見
通

し　

平
塚
市
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
臨
時

情
報　

幼
保
一
元
化
に
関
す
る

公
立
園
の
見
直
し

問
　
利
用
者
に
つ
い
て
、
現
行

で
は
市
内
に
在
住
、
在
学
ま
た

は
在
勤
の
青
少
年
と
定
め
て
い

た
が
、
今
回
の
条
例
改
正
で
は

市
内
の
規
制
が
外
れ
、
市
外
の

人
も
利
用
が
可
能
に
な
る
。
こ

れ
ま
で
の
利
用
者
の
声
と
、
検

討
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
利
用
者

か
ら
は
「
豊
か
な
自
然
体
験
が

で
き
た
」
や
「
友
人
を
誘
っ
て

ま
た
来
た
い
」
な
ど
多
く
の
声

が
あ
り
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
、
年
代
や
市
内
在

住
、
利
用
人
数
な
ど
の
条
件
を

緩
和
す
る
ほ
か
、
利
用
条
件
に

満
た
な
い
場
合
で
も
青
少
年
の

健
全
育
成
に
資
す
れ
ば
利
用
で

き
る
よ
う
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
。

問
　
び
わ
青
少
年
の
家
は
建
築

構
造
が
旅
館
業
法
の
基
準
を
満

た
し
て
い
な
い
た
め
、
料
金
の

徴
収
が
で
き
な
い
施
設
で
あ

り
、
今
回
の
改
正
で
も
使
用
料

金
の
徴
収
は
記
載
が
な
い
。

キ
ャ
ン
プ
や
野
外
調
理
、
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
な
ど
の
野
外
活
動
の

受
益
者
負
担
の
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
ま
ず
は

施
設
を
利
用
し
て
も
ら
う
こ
と

を
優
先
し
、
使
用
料
は
設
定
し

な
い
こ
と
と
し
た
。

問
　
こ
の
地
区
で
も
台
風
10
号

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
た
。
安

全
を
確
保
す
る
こ
と
は
大
事
で

あ
り
、
倒
木
に
つ
い
て
は
点
検

な
ど
で
現
場
を
見
回
り
、
職
員

の
目
も
培
っ
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
、
人
材
育
成
の
見

解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
庁
内
で

連
携
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
取

り
入
れ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
ぎ
さ
ふ
れ
あ
い 

セ
ン
タ
ー
改
修

問
　
主
な
改
修
内
容
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　「
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
」
に
基
づ
き
施
設

の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め
、
空

調
や
変
電
設
備
の
更
新
、
床
や

壁
な
ど
の
内
装
工
事
を
す
る
。

特
に
多
く
要
望
が
あ
っ
た
和
室

の
洋
室
化
や
交
流
共
用
ス
ペ
ー

ス
の
新
設
の
ほ
か
、
浴
場
を
廃

止
し
て
子
育
て
支
援
ス
ペ
ー
ス

を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

中
央
図
書
館
改
修

問
　
改
修
内
容
に
つ
い
て
伺

う
。

社
会
教
育
部
長
　
利
用
者
の
安

心
安
全
の
確
保
や
目
標
耐
用
年

数
に
対
す
る
残
年
数
、
建
物
の

劣
化
度
な
ど
を
総
合
的
に
判
断

し
、
建
物
の
耐
震
補
強
及
び
施

設
整
備
な
ど
の
機
能
回
復
を
中

心
に
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
性
能
へ
の
対
応
な
ど

を
行
う
。

問
　
事
業
推
進
に
向
け
て
、
今

回
設
計
交
渉
・
施
工
タ
イ
プ
の

契
約
方
式
を
選
択
し
た
理
由
を

伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
中
央
図
書
館

は
経
年
劣
化
が
か
な
り
進
ん
で

お
り
、
ど
の
場
所
が
ど
の
程
度

損
傷
し
て
い
る
の
か
現
場
で
詳

細
に
確
認
し
な
い
と
は
っ
き
り

し
な
い
た
め
、
ど
の
程
度
の
改

修
規
模
に
な
る
の
か
ま
だ
判
断

し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
仕

様
の
前
提
と
な
る
条
件
が
ま
だ

確
定
し
て
い
な
い
困
難
な
工
事

と
し
て
、
今
回
、
設
計
交
渉
・

施
工
タ
イ
プ
を
採
用
し
て
い

る
。

　議会では他自治体の先進事例を研究するため、行政視察を実施して
います。６月定例会で承認を得た次の委員会が、閉会中に行政視察を
行いました。

●兵庫県姫路市…�姫路駅周辺整備（姫路駅北駅前広場の整備）について
●広島県広島市…サッカースタジアム等整備事業について

都市建設常任委員会　（７月23日～７月24日）

●大阪府池田市…�公設民営フリースクール　スマイルファクトリーの
取り組み

●兵庫県小野市…おの夢と希望の教育～脳科学と教育～

教育民生常任委員会　（７月30日～７月31日）

●京都府京都市…�京都市健康長寿・口腔保健・食育推進プランについて
●愛知県豊橋市…�豊橋市バイオマス資源利活用施設整備・運営事業に

ついて

環境厚生常任委員会（７月30日～７月31日）

※�詳しい視察内容を記載した報告書は、市庁舎８階の議会図書室や５
階の市政情報コーナーでご覧いただけます。

行政視察の報告●委員会の活動●
市議会に関する情報
は、市議会ホームペー
ジからご覧
になれます。

市議会ホームページ

市議会ホームページの会
議録検索では、日程や発
言者などから簡単に検索
することができます。

会議録検索のご利用を

び
わ
青
少
年
の
家
、
魅
力
ア
ッ
プ

佐
藤 

貴
子 

議
員

市
長
に
問
う

諸
伏 
清
児 

議
員



令和6年（2024年）11月1日 第２３４号ひらつか議会だより
問
　
南
街
区
の
福
祉
街
区
及
び

医
療
街
区
の
進
捗
状
況
に
つ
い

て
伺
う
。

副
市
長
　
福
祉
街
区
は
、
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
な

ど
を
整
備
す
る
。
現
在
、
社
会

福
祉
法
人
と
工
事
業
者
の
間
で

契
約
締
結
に
向
け
た
最
終
調
整

を
行
っ
て
い
る
。
医
療
街
区
に

つ
い
て
は
、
医
療
法
人
研
水
会

が
外
来
診
療
を
有
す
る
医
療
施

設
な
ど
を
整
備
す
る
。
令
和
７

年
７
月
の
開
院
に
向
け
、
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

問
　
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
や
サ
ー
ビ
ス
施
設
な
ど
の

誘
致
を
検
討
し
て
い
た
北
街
区

の
現
状
を
伺
う
。

副
市
長
　
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
と
継

続
的
に
調
査
・
協
議
を
進
め
て

お
り
、
６
年
度
中
に
は
店
舗
な

ど
の
整
備
事
業
者
の
選
定
が
行

わ
れ
る
。
北
街
区
の
店
舗
な
ど

に
は
多
世
代
交
流
ス
ペ
ー
ス
を

併
設
し
、
親
子
の
ふ
れ
合
い
や

中
高
生
な
ど
の
学
習
ス
ペ
ー

ス
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
行
え
る
よ
う
、
ス

ペ
ー
ス
の
一
部
貸
し
出
し
な
ど

を
想
定
し
て
い
る
。

問
　
地
域
住
民
へ
の
情
報
発
信

は
重
要
で
あ
る
。
情
報
発
信
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

副
市
長
　
こ
れ
ま
で
、
ハ
ー
ド

整
備
の
進
捗
状
況
や
市
の
ソ
フ

ト
事
業
の
状
況
を
、
職
員
が
定

期
的
に
旭
地
区
の
自
治
会
連
合

会
の
定
例
会
に
出
席
し
、
説
明

す
る
な
ど
し
て
き
た
。
事
業
の

推
進
に
は
地
域
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も
事

業
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
定
例

会
へ
の
出
席
な
ど
を
通
し
て
、

地
域
に
広
く
本
事
業
の
周
知
を

図
っ
て
い
く
。

問
　
高
齢
者
の
移
動
手
段
の
確

保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
導
入
や
多

く
の
自
治
体
で
実
証
実
験
や
継

続
的
な
運
行
が
進
ん
で
い
る
グ

リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
に
向
け
、
検
討
の
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

う
。

副
市
長
　
現
在
、
旭
南
地
区
で

は
南
街
区
に
施
設
整
備
を
予
定

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
の
協

力
の
も
と
、
住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
移
動
支
援
が
始
ま
っ

て
い
る
。
こ
う
し
た
取
り
組
み

を
し
っ
か
り
と
支
援
し
て
い
く

こ
と
を
含
め
、
持
続
可
能
な
移

動
手
段
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
第
２
次

平
塚
市
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
指
針　

ま
ち
ガ
チ
ャ　

湘
南

平
（
高
麗
山
公
園
）
の
魅
力

ア
ッ
プ　

平
塚
市
総
合
浸
水
対

策
第
３
次
実
施
計
画

清 風クラブ 所 属 議 員

片倉 章博 議員

坂間 正昭 議長 数田 俊樹 議員

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。

問
　
市
長
を
は
じ
め
多
く
の
人

の
努
力
で
真
田
・
北
金
目
地
区

住
民
の
悲
願
で
あ
っ
た
平
塚
駅

か
ら
東
海
大
学
前
駅
間
の
バ
ス

路
線
の
開
設
が
決
ま
り
、
令
和

6
年
11
月
か
ら
運
行
が
開
始
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。
真
田
・
北

金
目
地
区
は
子
育
て
世
代
で
あ

る
若
い
世
帯
が
多
い
が
、
そ
の

一
方
で
、
以
前
か
ら
住
ん
で
い

る
住
民
は
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
。
真
田
・
北
金
目
地
区
は
市

の
中
心
部
か
ら
離
れ
て
い
る
た

め
、
図
書
館
や
子
育
て
施
設
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
行
く
の
も
交

通
が
不
便
で
大
変
で
あ
る
。
こ

の
度
、
移
動
図
書
館
の
「
あ
お

ぞ
ら
号
」
の
廃
止
も
決
ま
り
、

更
に
文
化
面
で
は
遠
隔
地
に

な
っ
て
し
ま
う
た
め
、
真
田
・

北
金
目
地
区
に
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
交
流
が
で
き
る
、
図

書
館
機
能
も
備
え
た
複
合
館
を

建
設
し
て
は
ど
う
か
と
考
え

る
。
将
来
的
に
高
齢
者
施
設
に

も
転
用
で
き
る
つ
く
り
に
す
れ

ば
多
目
的
に
使
え
る
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
地
域
に
お
け

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応

し
、
住
民
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い

く
た
め
に
は
、
地
域
の
人
た
ち

と
地
域
の
あ
る
べ
き
姿
を
共
有

し
、
共
に
取
り
組
み
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
今
後
、
人
口
減

少
が
見
込
ま
れ
る
社
会
で
は
、

「
平
塚
市
公
共
施
設
等
総
合
管

理
計
画
」
や
、
現
在
策
定
を
進

め
て
い
る
立
地
適
正
化
計
画
な

ど
を
踏
ま
え
、
市
全
体
の
視
点

で
施
設
や
機
能
の
必
要
性
の
ほ

か
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
手
法

を
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
ひ
ら
つ

か
健
康
・
食
育
プ
ラ
ン
21
（
第

３
次
平
塚
市
健
康
増
進
計
画
・

第
３
次
平
塚
市
食
育
推
進
計

画
）　

学
校
に
お
け
る
諸
課
題

（
①
猛
暑
対
策
②
児
童
・
生
徒
・

教
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
③

児
童
・
生
徒
の
体
力
・
視
力
低

下
に
つ
い
て
）　

元
気
な
高
齢

者
が
い
き
い
き
暮
ら
す
共
生
の

ま
ち
ひ
ら
つ
か

地
域
医
療
福
祉
拠
点
整
備
モ
デ
ル

地
区
事
業
（
高
村
・
周
辺
地
域
）

須
藤 

量
久 

議
員

野崎 審也 議員

市
西
部
に
複
合
館
の
建
設
を

黒
部 

栄
三 

議
員

総務経済
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は不採択
とすべきものと決定しました。
○議案第57号　平塚市一般職員の
勤務時間及び休暇等に関する条例
の一部を改正する条例　
　この議案は、部活動指導員に
関わる議案と認識しているが、県
内の自治体ではどのような状況と
なっているのか、調査状況を伺
う。
　調査を行った自治体は、神奈
川県、横浜市、川崎市、藤沢市、
小田原市、海老名市の６自治体
で、各自治体とも部活動指導員の
職務の特殊性から、時間額の会計
年度任用職員として任用してい
る。また、職務内容は国が定めて

いる部活動ガイドラインに基づい
て定められており、本市でもそれ
を参考に勤務条件を定めている。
○議案第62号　工事請負契約の締
結について〔教育会館耐震補強
工事（建築）〕
　教育会館耐震補強工事（建
築）では、今回は簡易型総合評価
一般競争入札方式を採用したと聞
いた。ここ数年なかったため確認
するが、簡易型総合評価とはどの
ようなものなのか伺う。
　今回の入札は総合評価方式の
特別簡易型で行った。この特別簡
易型は、施工技術難易度や現場条
件難易度がある程度高いものだ
が、技術的な工夫の余地が小さ
く、施工計画に関する提案を求め
る必要がない場合に適用するもの
である。

都市建設
　議案２案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第67号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　道路維持費の道路施設改修事
業について、補正予算書の説明欄
に「花水第二歩道橋撤去設計委託
料」とある。これまで歩道橋撤去
について住民からさまざまな意見
などが寄せられてきたと思うが、
今回撤去する経緯を伺う。
　平塚市横断歩道橋長寿命化修
繕計画に基づき、建設から50年以
上が経過し、損傷が進んでいるた
め安全性を考慮し、利用者減少や
通学路の利用がない状況から必要
性が低下していると考え、地域自
治会や小中学校などと協議し、了

解を得て判断した。
　総合公園費の総合公園管理運
営事業について、補正予算書の説
明欄に「平塚総合体育館の観覧席
数を増やすため、増額補正をしま
す。」とあるが、観覧席数を具体
的にどのような形でどの程度増や
すのか、また、今回観覧席を増や
す経緯を伺う。
　今回リース契約を行うのは１
列が８席で５段に対応し、40席の
可動席を予定している。それを４
台分計上しており、増席数は１６
０席となる。経緯だが、主催者か
ら「より質の高い座席環境での試
合を行いたい」や、「集客席数を
増やしてもらいたい」などの意見
をもらっていることや、観戦する
市民の適切な観戦環境の向上を図
るために計上したものである。

■選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書（抜粋）
　現行法では、どちらかが改姓しないと婚姻が成立できま
せん。多様性を認める社会、男女共同参画、基本的人権の
尊重の観点から、婚姻に際してどちらも改姓しないという
選択肢の法制化を求める声が上がっています。
　現代社会では、男女ともに生まれ持った氏名で信用・実
績・資産を築いてから結婚を迎えるケースも多く、改姓に
よるキャリアヘの影響が指摘されています。また子連れ再
婚も増加傾向にあり、再婚時の子どもの苗字をめぐった困
りごとも増えています。政府は通称使用の拡大に向けた取
り組みを進めていますが、ダブルネームを使い分ける負担
や管理コストの増加、更に国際社会での混乱を招いていま
す。
　選択的夫婦別姓制度は、こうした問題を解決し、誰も改
姓による不利益、苦痛を感じることなく結婚・出産でき、
老後も法的な家族として支え合い、更には「自分の名前で
生きたい」という人権、且つ、個人のアイデンティティを
尊重できる社会の実現につながります。
　選択的夫婦別姓を、家族の在り方の議論としてではな
く、国民一人一人が活躍できる社会を実現することは国の
責務であります。
　よって、国会及び政府において、こうした社会状況を真
摯に受け止め、民法を改正し、選択的夫婦別姓の法制化を
することを強く求めます。

　議員から、次の意見書が提案
され、賛成多数で可決しました。
ホームページには全文を掲載し
ています。意見書

し た可 決
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る
本
市
の
認
識
と
、
実
証
実
験

な
ど
に
対
す
る
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト

は
次
世
代
型
太
陽
電
池
と
し
て

軽
量
・
柔
軟
と
い
っ
た
特
徴
が

あ
り
、
従
来
型
で
は
設
置
困
難

だ
っ
た
場
所
へ
設
置
可
能
と
な

る
な
ど
、
新
た
な
導
入
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
の
創
出
が
期
待
さ
れ
て

い
る
。
国
か
ら
自
治
体
を
対
象

と
し
た
実
証
実
験
や
支
援
に
つ

い
て
、
提
案
が
あ
っ
た
際
は
検

討
し
て
い
き
た
い
。

フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の 

連
携
支
援
に
つ
い
て

問
　
フ
ー
ド
バ
ン
ク
と
の
連
携

協
定
締
結
を
提
案
す
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
関
係
課
と
協
議
し

な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

問
　
環
境
部
と
福
祉
部
の
ど
ち

ら
が
主
幹
部
署
と
な
る
の
か
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長
　
組
織
と
し
て
し
っ
か
り

と
応
援
出
来
る
体
制
を
含
め
て

考
え
て
い
き
た
い
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
学
校
水

泳
授
業
に
つ
い
て　

マ
イ
ナ
保

険
証
に
つ
い
て

脱
炭
素
・
再
生 

エ
ネ
ル
ギ
ー
の 

取
り
組
み
に
つ
い
て

問
　
二
酸
化
炭
素
排
出
量
が
多

い
製
造
業
に
対
す
る
取
り
組
み

を
伺
う
。

環
境
部
長
　
中
小
事
業
者
に
対

し
、
経
営
を
持
続
さ
せ
る
た
め

の
課
題
の
一
つ
と
し
て
脱
炭
素

化
へ
の
取
り
組
み
が
重
要
だ
と

認
識
し
て
も
ら
う
た
め
、
市
と

平
塚
信
用
金
庫
、
平
塚
商
工
会

議
所
、
神
奈
川
県
信
用
保
証
協

会
の
４
者
で
締
結
し
た
「
中
小

企
業
の
経
営
支
援
に
お
け
る
連

携
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ
き

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、

脱
炭
素
化
に
関
す
る
支
援
を

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
て
、
取
り
組

み
を
後
押
し
し
て
い
る
。

問
　
国
は
パ
リ
協
定
が
求
め
る

水
準
と
整
合
し
た
、
企
業
が
設

定
す
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削

減
目
標
で
あ
る
「
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ　

Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｄ　

Ｔ
ａ
ｒ

ｇ
ｅ
ｔ
ｓ
」
を
掲
げ
て
い
る
。

Ｓ
Ｂ
Ｔ
認
証
取
得
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
企
業
が
Ｓ
Ｂ
Ｔ
認

証
を
受
け
る
こ
と
を
行
政
が
支

援
す
る
こ
と
は
、
事
業
者
が
脱

炭
素
の
取
り
組
み
を
広
げ
る
手

段
と
し
て
有
効
だ
と
考
え
る
た

め
、
必
要
性
を
含
め
、
研
究
し

て
い
き
た
い
。

問
　
新
た
な
太
陽
光
パ
ネ
ル
で

あ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
に
対
す

問
　
本
市
と
災
害
協
定
を
結
ん

で
い
る
福
祉
関
係
団
体
の
数
と

連
携
内
容
を
伺
う
。

副
市
長
　
地
震
や
風
水
害
、
そ

の
他
の
災
害
が
発
生
し
た
際
に

援
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
や

障
が
い
者
の
緊
急
受
入
れ
に
関

す
る
協
定
を
54
施
設
と
締
結
し

て
い
る
。
災
害
時
に
お
け
る
要

配
慮
者
の
支
援
に
関
す
る
協
定

を
締
結
し
て
い
る
専
門
職
団
体

か
ら
福
祉
避
難
所
の
開
設
や
運

営
に
知
見
の
あ
る
人
を
招
き
、

訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
災
害
時
学
校
は
避
難
所
と

な
る
が
、
避
難
所
と
し
て
の
学

校
バ
リ
ア
フ
リ
ー
を
伺
う
。

副
市
長
　
既
に
一
部
の
学
校
体

育
館
で
は
ス
ロ
ー
プ
や
多
機
能

ト
イ
レ
を
設
置
し
て
お
り
、
今

後
も
体
育
館
の
大
規
模
改
修
な

ど
を
行
う
際
に
は
、
施
設
の
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
っ
て
い

く
。

問
　
避
難
所
へ
の
空
調
設
置
に

つ
い
て
の
考
え
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
避
難
所
と

な
っ
て
い
る
学
校
体
育
館
へ
の

空
調
設
置
の
必
要
性
は
十
分
認

識
を
し
て
い
る
が
、
断
熱
性
能

や
空
調
の
効
率
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
引
き
続
き
将
来
的
な
設

置
に
向
け
、
調
査
研
究
を
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
災
害
リ
ス
ク
の
あ
る
消
防

団
拠
点
施
設
の
現
状
と
取
り
組

み
を
伺
う
。

副
市
長
　
消
防
分
団
庁
舎
19
施

設
の
う
ち
、
浸
水
な
ど
の
リ
ス

ク
が
想
定
さ
れ
る
区
域
内
に
は

13
施
設
が
存
在
し
、
こ
れ
ら
の

施
設
を
含
め
て
の
消
防
分
団
庁

舎
で
消
防
活
動
上
必
要
な
資
機

材
を
浸
水
し
な
い
場
所
に
配
置

す
る
な
ど
、
機
能
維
持
を
図
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。
各
施

令
和
５
年
度
決
算

問
　
令
和
５
年
度
の
行
財
政
改

革
の
取
り
組
み
成
果
と
評
価
を

伺
う
。

市
長
　
平
塚
市
行
財
政
改
革
計

画
（
２
０
２
０
―
２
０
２
３
）

に
基
づ
き
、
民
間
活
力
の
積
極

的
活
用
に
よ
る
効
率
化
、
公
共

施
設
の
総
量
縮
減
に
よ
る
持
続

的
管
理
、
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
３
点
を
優
先
課
題
と
し
、
26

の
事
業
を
計
画
に
位
置
付
け
、

厳
し
い
財
政
状
況
で
も
持
続
可

能
な
行
財
政
運
営
を
展
開
で
き

る
よ
う
必
要
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
結
果
、
約
６
億
２
３

０
０
万
円
の
財
政
健
全
化
の
効

果
額
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
推
進
な
ど
、
計
画

に
位
置
付
け
た
活
動
が
完
了
し

た
も
の
や
、
順
調
に
進
捗
し
て

い
る
も
の
が
全
体
の
約
98
パ
ー

セ
ン
ト
に
達
す
る
な
ど
、
適
切

に
計
画
の
推
進
が
図
ら
れ
た
と

評
価
し
て
い
る
。

問
　
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
改
革
は

進
ん
だ
の
か
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
市

民
と
行
政
と
の
接
点
と
な
る
フ

ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
の
改
革
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し

た
ノ
ー
ラ
イ
ト
端
末
を
障
が
い

福
祉
課
に
設
置
し
た
ほ
か
、
手

続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と
し
て

５
年
度
は
２
４
９
種
類
を
実
施

し
た
。

設
で
は
、
耐
震
性
は
確
保
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
想
定
さ
れ
る

大
規
模
災
害
に
対
応
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
定
期
的
な
点
検

や
保
全
工
事
な
ど
を
行
い
、
有

事
の
際
に
備
え
、
維
持
管
理
に

努
め
て
い
く
。

問
　
台
風
10
号
に
よ
る
大
雨
で

浸
水
被
害
が
発
生
し
た
が
、
本

市
の
浸
水
対
策
を
伺
う
。

副
市
長
　
本
年
３
月
に
策
定
し

た
「
平
塚
市
総
合
浸
水
対
策
第

３
次
実
施
計
画
」
に
基
づ
き
、

こ
れ
ま
で
の
管
路
整
備
の
ほ

か
、
河
川
水
位
の
状
況
に
影
響

を
受
け
な
い
貯
留
管
や
調
整
池

な
ど
の
雨
水
調
整
施
設
の
整
備

に
も
取
り
組
む
な
ど
、
地
域
の

特
性
に
合
っ
た
効
果
的
な
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
学
校
に

お
け
る
音
声
教
材
の
活
用
に
つ

い
て　

新
た
な
リ
サ
イ
ク
ル
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

乳
が
ん
検
診
の
受
診
率
向
上
を

図
る
た
め
、
大
型
商
業
施
設
で

の
乳
が
ん
検
診
継
続
を
提
案
し

た
が
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
利
用
者

ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
好
評
価
を
も

ら
っ
て
お
り
、
来
年
度
の
実
施

に
向
け
て
調
整
し
て
い
る
。

問
　
乳
が
ん
検
診
時
の
視
触
診

の
必
要
性
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
単
独
検
診
を
実
施
す

る
こ
と
を
平
塚
市
医
師
会
と
確

認
し
、
７
年
度
か
ら
の
実
施
に

向
け
、
乳
が
ん
検
診
実
施
医
療

機
関
に
通
知
文
を
発
出
し
た
。

問
　
出
産
後
の
女
性
の
た
め

に
、
搾
乳
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
推

進
を
求
め
る
声
が
あ
る
。
本
市

は
保
健
セ
ン
タ
ー
の
授
乳
室
に

「
搾
乳
室
」
の
表
示
を
設
置
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
し
て
い

る
が
、
そ
の
反
響
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
後
、
搾
乳
室

の
設
置
条
件
な
ど
の
問
い
合
わ

せ
や
搾
乳
室
の
啓
発
を
喜
ぶ
声

な
ど
の
反
響
が
数
件
あ
っ
た
。

公
明
ひ
ら
つ
か

課
題
を
乗
り
越
え
確
か
な
未
来
へ

上
野 

仁
志 

議
員

平
塚
市
の
災
害
対
応
力

強
化
に
つ
い
て

五
十
嵐 

豊 

議
員

　目の不自由な方に市議会の
活動をお伝えするため、議会
だよりの内容を朗読した「声
の議会だより」を発行してい
ます。また、点字版も発行し
ています。
　ご希望の方は議
会局までご連絡く
ださい。

問い合わせ
議会局�☎21-8791

声や点字の声や点字の
　 議会だより　 議会だより

誰
も
が
心
地
よ
く
暮
ら
せ
る
ま
ち

を
目
指
し
て

石
田 

美
雪 

議
員

公明ひらつか 所 属 議 員

秋澤 雅久 議員岡崎 通子 議員

問
　
平
塚
高
村
団
地
及
び
そ
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
地
域
医
療

福
祉
拠
点
整
備
モ
デ
ル
地
区
事

業
に
つ
い
て
、
障
が
い
の
種
類

は
さ
ま
ざ
ま
あ
る
が
、
身
体
や

精
神
な
ど
で
違
う
視
点
が
あ
る

と
考
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見

を
聞
い
て
進
め
て
も
ら
い
た
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
昨
年
、
障
が
い
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
や
保
育
サ
ー

ビ
ス
な
ど
を
行
う
４
法
人
と
、

事
業
の
目
標
や
課
題
な
ど
を
共

有
す
る
場
を
持
っ
た
。
今
後
も

意
見
を
反
映
で
き
る
よ
う
に
進

め
て
い
き
た
い
。

問
　
高
村
団
地
敷
地
内
に
あ
る

空
き
店
舗
の
活
用
は
に
ぎ
わ
い

創
出
を
す
る
た
め
に
は
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

福
祉
部
長
　
今
後
テ
ナ
ン
ト
が

進
出
し
や
す
い
よ
う
、
内
装
や

家
賃
な
ど
の
工
夫
が
で
き
な
い

か
、
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
側
に
働
き

か
け
て
い
き
た
い
。

問
　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
で

１面掲載写真を募集しています

　市内に在住又は在勤・在学の方を対象に、
市内を撮影した四季折々の風景など、平塚市
の魅力あふれる写真を募集しています。
　今回は、第235号（令和７年２月７日発
行予定）に掲載する写真を募集します。
　詳しい応募方法などは、
市議会ホームページをご覧
いただくか、議会局までお
問い合わせください。
（議会局☎21－8791）

　皆さんの意見や要望を議会に伝え、
市政に反映させる方法として請願と陳
情があります。
　請願には賛同する議員の紹介が必要
ですが、陳情には必要ありません。
　提出方法などについては、市議会
ホームページをご覧ください。

請願・陳情を市議会へ
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持
続
可
能
で
魅
力 

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

問
　
市
長
の
約
束
に
あ
る
、
こ

れ
か
ら
ま
く
新
し
い
種
や
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
の

実
現
に
向
け
、
時
代
の
潮
流
や

刻
々
と
変
化
す
る
課
題
を
的
確

に
捉
え
、
子
育
て
世
代
や
若
者

世
代
の
支
援
を
は
じ
め
と
し
た

少
子
化
対
策
や
、
身
近
な
地
域

資
源
を
活
用
し
た
高
齢
者
支
援

な
ど
の
将
来
を
見
据
え
た
取
り

組
み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
。

台
風
10
号
に
伴
う
被
害

問
　
大
雨
に
よ
る
主
な
被
害
の

原
因
と
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

市
長
　
気
象
庁
の
発
表
で
は
、

３
日
間
で
４
２
７
・
５
ミ
リ
の

記
録
的
な
豪
雨
と
な
り
、
８
月

１
か
月
の
平
均
降
水
量
の
３
倍

以
上
の
雨
が
降
っ
た
こ
と
が
原

因
と
考
え
て
い
る
。
ま
ず
は
、

被
災
箇
所
の
復
旧
作
業
を
早
期

に
進
め
て
い
く
。

避
難
所
の
環
境
対
策

問
　
夏
場
や
冬
場
で
の
避
難
所

の
環
境
対
策
を
伺
う
。

市
長
　
学
校
運
営
に
支
障
が
な

い
よ
う
配
慮
し
、
エ
ア
コ
ン
が

あ
る
特
別
教
室
の
利
用
な
ど
運

用
面
を
工
夫
し
適
切
な
避
難
所

環
境
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

災
害
時
の
医
療
機
関 

（
診
療
所
）と
の
連
携

問
　
現
状
と
課
題
を
伺
う
。

市
長
　
平
塚
市
医
師
会
と
は
災

害
協
定
を
締
結
し
て
お
り
、
臨

時
救
護
所
の
あ
る
避
難
所
で
は

毎
年
輪
番
で
地
域
と
医
師
会
が

合
同
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。

課
題
は
、
発
災
時
に
医
師
会
で

集
約
し
た
市
内
各
診
療
所
の
診

療
実
施
状
況
な
ど
の
情
報
を
、

市
民
が
入
手
し
や
す
い
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
で
あ
る
。

中
学
校
完
全
給
食
開
始

問
　
給
食
提
供
初
日
の
９
月
２

日
の
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
９
月
２
日
は
土
砂
災

害
警
戒
区
域
に
あ
る
一
部
の
小

中
学
校
が
休
校
と
な
り
、
調
理

や
配
送
計
画
の
変
更
な
ど
の
対

応
が
求
め
ら
れ
た
が
、
混
乱
な

く
給
食
を
提
供
で
き
た
。

問
　
学
校
内
で
の
配
膳
や
食
事

な
ど
の
状
況
を
伺
う
。

教
育
長
　
各
中
学
校
で
15
分

だ
っ
た
昼
食
時
間
を
概
ね
35
分

確
保
で
き
る
よ
う
日
課
の
調
整

を
行
い
、
配
膳
や
給
食
の
喫

食
、
片
付
け
ま
で
を
円
滑
に
実

施
で
き
て
い
る
と
学
校
現
場
か

ら
報
告
を
受
け
て
い
る
。

地
域
の
読
書
環
境
整
備

問
　
地
区
公
民
館
の
図
書
室
充

駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
検
証

問
　
湘
南
ス
タ
ー
モ
ー
ル
の
活

性
化
の
現
状
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
ひ
ら
し
ん
平

塚
文
化
芸
術
ホ
ー
ル
開
館
後
の

通
行
量
調
査
の
結
果
、
平
日
が

20
パ
ー
セ
ン
ト
、
休
日
は
10

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
た
。
駅
周

辺
へ
の
回
遊
性
が
期
待
通
り
に

生
ま
れ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
駅
西
口
再
開
発
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
地
権
者
な
ど

と
の
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
ほ

か
、
昨
年
度
は
敷
地
共
同
化
推

進
事
業
支
援
制
度
の
内
容
を
通

じ
、
機
運
の
醸
成
を
図
っ
た
。

子
ど
も
居
場
所
づ
く
り

問
　
子
ど
も
の
家
の
整
備
状
況

や
行
事
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
雨
漏
り

や
設
備
点
検
の
ほ
か
、
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
居
場

所
と
し
て
遊
具
な
ど
の
定
期
点

検
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
行
事
と
し
て
東
海
大
学
の

学
生
に
よ
る
科
学
実
験
や
遊
び

体
験
教
室
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
学
童
保
育
は
市
民
の
期
待

に
応
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
利
用
児

童
数
は
増
加
し
て
お
り
新
規
事

業
所
開
設
の
検
討
な
ど
市
民
の

期
待
に
応
え
る
考
え
で
あ
る
。

い
じ
め
・
不
登
校
対
応

問
　
い
じ
め
・
不
登
校
へ
の
対

応
策
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
相
談
シ
ス
テ

ム
の
運
用
や
欠
席
調
査
を
実
施

し
、
支
援
が
必
要
な
児
童
生
徒

の
早
期
発
見
、
早
期
対
応
な
ど

の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

問
　
い
じ
め
・
不
登
校
対
策
の

専
門
部
署
新
設
を
伺
う
。

学
校
教
育
部
長
　
不
登
校
児
童

生
徒
の
社
会
的
自
立
を
目
指
し

た
専
門
家
に
よ
る
相
談
体
制
や

居
場
所
づ
く
り
な
ど
の
充
実
に

関
し
て
検
討
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
本
市
の

無
電
柱
化　

消
防
団
員
の
処
遇

　本会議や各常任委員会などでの質問や答弁
などは、会議録にまとめて公開しています。
　９月定例会の会議録は11月中旬から公開し
ます。市議会ホームページや各地区の公民
館、各図書館などでもご覧になれます。

会議録は11月中旬に公開

ツ
イ
ン
シ
テ
ィ
大
神 

地
区
に
つ
い
て

問
　
住
宅
が
建
ち
並
ぶ
の
は
い

つ
頃
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
組
合
で
は
令

和
９
年
頃
を
見
込
ん
で
い
る
。

問
　
組
合
と
個
人
の
住
宅
用
地

の
所
有
地
比
率
を
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
令
和
６
年
８

月
末
現
在
で
、
組
合
が
１
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
、
個
人
が
98
・
５

パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

問
　
分
譲
地
が
売
れ
残
る
こ
と

は
な
い
の
か
伺
う
。

都
市
整
備
部
長
　
現
時
点
で
想

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
考
え

る
。地

域
活
性
化
に
向
け
た 

支
援
に
つ
い
て

問
　
城
島
分
庁
舎
に
あ
る
収
蔵

品
を
他
の
施
設
に
移
し
、
地
域

活
動
の
拠
点
に
し
て
ほ
し
い
が

見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
城
島
分
庁
舎

は
将
来
的
に
用
途
転
換
や
解
体

の
検
討
を
進
め
る
た
め
、
地
域

活
動
は
公
民
館
を
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
旧
城
島
公
民
館
を
売
却

し
、
公
園
を
整
備
し
て
は
ど
う

か
と
考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長
　
都
市
公
園
を

整
備
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、

子
ど
も
の
遊
び
場
な
ど
の
確
保

に
向
け
、
地
区
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
な
ど
と
意
見
交
換
を
し
、

検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
東
部
・
北
部
共
同
調
理
場

に
収
蔵
品
を
一
時
的
に
動
か
す

こ
と
は
出
来
な
い
の
か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
両
施
設
と
も

耐
震
化
が
図
ら
れ
て
お
ら
ず
、

収
蔵
品
を
動
か
す
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
て
い
る
。

市
民
へ
の
情
報
提
供

問
　
５
月
の
連
休
明
け
に
本
市

議
会
議
員
が
リ
ト
ア
ニ
ア
共
和

国
カ
ウ
ナ
ス
市
に
親
善
訪
問
を

し
た
が
、
記
者
発
表
は
行
っ
た

の
か
伺
う
。

市
民
部
長
　
渡
航
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
直
前
ま
で
固
ま
ら

な
か
っ
た
た
め
、
発
表
の
タ
イ

ミ
ン
グ
を
逸
し
て
し
ま
っ
た
。

問
　
意
図
的
に
し
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
伺

う
。

市
民
部
長
　
そ
う
で
あ
る
。

学
校
ト
イ
レ
の
改
修

問
　
ト
イ
レ
洋
式
化
の
進
捗
状

況
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
令
和
５
年
度

末
時
点
で
洋
式
化
が
完
了
し
て

い
る
小
学
校
は
９
校
、
中
学
校

は
８
校
で
あ
る
。
改
修
完
了
は

11
年
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

安
心
・
安
全
・
快
適
に
暮
ら
せ
る

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

山
原 

栄
一 

議
員

地
域
の
想
い
に
ゼ
ロ
回
答

こ
れ
で
良
い
の
か
調
整
区
域

小
泉 

春
雄 

議
員

駅
周
辺
の
活
性
化
や
子
ど
も
の
居

場
所
、
い
じ
め
・
不
登
校
を
問
う

出
村  

光 

議
員

　議会には、議員の調査研究のため、図書室
の設置が法律により義務付けられています。
　本市議会では、開かれた議会とするため、
平塚市庁舎本館８階の議場前の開放したス
ペースに議会図書室を設け、市民・議会・行
政が共同で利用できる環境をつくりました。

議会図書室のご案内

インターネット中継

　本会議の質問と答弁の様子は、インター
ネットで生中継と録画中継を行っています。
　各議員の質問内容を詳しく知りたい方は
市議会ホームページからアクセスしてくだ
さい。議員、会派、ことばなどを検索して
映像を選べます。
　録画中継は発言日のおお
むね１週間後から、会議録
をホームページに掲載する
までの間、ご覧いただけま
す。

実
に
向
け
た
考
え
方
を
伺
う
。

教
育
長
　
今
後
、
よ
り
利
用
し

や
す
く
魅
力
的
な
図
書
室
に
な

る
よ
う
、
図
書
館
と
公
民
館
が

連
携
し
て
資
料
の
充
実
を
進
め

て
い
く
。

勤
労
会
館
・
教
育
会
館 

・
青
少
年
会
館
の
統
合

問
　
３
館
統
合
に
よ
る
利
用
者

の
見
通
し
を
伺
う
。

教
育
長
　
統
合
施
設
の
会
議
室

利
用
時
間
区
分
の
細
分
化
な
ど

の
工
夫
や
、
目
的
に
応
じ
た
利

用
な
ど
で
、
３
館
を
統
合
し
て

も
各
館
の
設
置
目
的
に
沿
っ
た

会
議
室
利
用
は
可
能
だ
と
判
断

し
て
い
る
。

市
営
岡
崎
住
宅
跡
地

問
　
市
営
岡
崎
住
宅
跡
地
は
分

割
し
た
利
活
用
が
考
え
ら
れ
る

が
今
後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
埋
蔵
文
化
財

の
試
掘
調
査
実
施
の
検
討
や
擁

壁
改
修
費
用
を
考
慮
し
た
土
地

の
価
格
設
定
、
敷
地
分
割
も
含

め
た
売
却
も
研
究
し
て
い
く
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
産
後
パ

パ
育
休
取
得
応
援
交
付
金　

待

機
児
童
対
策　

自
転
車
交
通
安

全
対
策　

平
塚
駅
前
広
場
の
歩

行
環
境　

小
学
校
及
び
中
学
校

の
適
正
な
規
模
及
び
配
置

湘南フォーラム 所 属 議 員

府川 正明 議員久保田 聡 議員
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が
な
く
、
煙
や
臭
い
が
漏
れ
る

な
ど
苦
情
が
あ
る
。
喫
煙
所
の

改
修
は
こ
れ
ま
で
も
要
望
し
て

い
る
が
、
検
討
状
況
を
伺
う
。

環
境
部
長
　
駅
北
口
喫
煙
所
は

市
民
か
ら
煙
な
ど
の
指
摘
を
受

け
て
お
り
、
た
ば
こ
事
業
者
と

は
継
続
的
に
改
修
協
議
を
し
て

き
た
。
こ
れ
ま
で
の
協
議
で
、

周
囲
へ
の
影
響
を
少
な
く
で
き

る
設
備
の
提
案
を
受
け
、
現
在

庁
内
調
整
を
行
っ
て
い
る
。

問
　
こ
れ
ま
で
と
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
伺
う
。

環
境
部
長
　
現
在
は
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
が
２
方
向
に
し
か
な
い

が
、
全
て
を
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

で
囲
う
。
入
り
口
も
ク
ラ
ン
ク

状
に
し
て
、
煙
が
横
で
は
な
く

上
方
に
逃
げ
る
構
造
に
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

問
　
現
状
は
喫
煙
所
か
ら
利
用

者
が
溢
れ
出
て
い
る
が
、
面
積

の
変
更
は
行
う
の
か
伺
う
。

環
境
部
長
　
約
13
平
方
メ
ー
ト

ル
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　
い
つ
頃
ま
で
に
で
き
る
の

か
伺
う
。

環
境
部
長
　
早
け
れ
ば
年
内
に

大
の
課
題
は
土
地
の
確
保
だ
と

考
え
る
。
政
策
横
断
的
に
ま
ち

づ
く
り
を
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
が
、
例
え
ば
崇
善

小
学
校
と
江
陽
中
学
校
を
小
中

一
貫
の
義
務
教
育
校
に
し
、
崇

善
小
学
校
へ
江
陽
中
学
校
の
機

能
を
移
し
、
江
陽
中
学
校
の
敷

地
に
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
の
新
ス

タ
ジ
ア
ム
を
誘
致
し
て
は
ど
う

か
。
従
来
の
よ
う
に
、
学
校
の

統
廃
合
や
駅
周
辺
地
を
ど
う
す

る
の
か
、
ス
タ
ジ
ア
ム
を
ど
う

す
る
の
か
な
ど
を
政
策
ご
と
に

縦
割
り
で
考
え
て
い
く
と
、
成

熟
し
た
都
市
の
中
で
は
良
い
回

答
は
見
つ
か
ら
な
い
。
施
策
横

断
的
に
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
に
対

市
長
は
市
民
と
対
話
を

問
　
本
市
は
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
が
あ
る
ま
ち
だ
が
、
本

市
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
を
ど
の
よ

う
に
振
興
し
て
い
く
の
か
な
ど

を
、
市
長
が
市
民
と
意
見
交
換

す
る
場
を
設
け
て
い
く
べ
き
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　「
平
塚
市
総

合
計
画
～
ひ
ら
つ
か
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

Ｏ
Ｎ
～
」
の
中
で
政
策
を
決
め

て
い
く
に
当
た
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
意
見
を
も
ら
っ
て
お
り
、
改

め
て
ス
ポ
ー
ツ
に
絞
っ
て
場
を

設
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
。縦

割
り
行
政
を
変
え 

新
ス
タ
ジ
ア
ム
検
討
を

問
　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
の
最

し
て
は
、
本
市
は
こ
れ
ま
で
も

し
っ
か
り
と
し
た
応
援
を
し
て

き
た
。
湘
南
ベ
ル
マ
ー
レ
は
市

民
に
大
き
な
夢
を
与
え
て
く
れ

る
も
の
で
は
あ
る
が
、「
一
企

業
」
で
あ
り
、
公
的
な
も
の
で

は
な
い
。
市
と
し
て
支
援
や
関

わ
る
際
に
は
き
ち
ん
と
し
た
立

場
が
あ
り
、
ま
た
、
予
算
の
問

題
や
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
も
あ
る

た
め
、
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て

入
れ
込
む
こ
と
は
難
し
い
と
考

え
て
い
る
。

問
　
新
ス
タ
ジ
ア
ム
整
備
を
願

う
署
名
は
５
万
筆
も
集
ま
っ

た
。
新
ス
タ
ジ
ア
ム
を
建
設
す

る
と
な
る
と
、
防
音
な
ど
に
も

配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
江
陽
中
学
校
に
新
ス
タ
ジ

ア
ム
を
建
設
す
る
と
な
れ
ば
、

大
門
通
り
商
店
街
や
平
塚
八
幡

宮
と
も
連
携
し
、
新
ス
タ
ジ
ア

ム
の
に
ぎ
わ
い
を
よ
り
強
化
し

て
、
観
戦
後
に
駅
周
辺
で
食
事

を
し
て
も
ら
う
な
ど
、
一
体
的

企
画
政
策
部
長
　
ま
ず
は
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
施
策
を
確
実

に
進
め
て
い
き
た
い
。

地
方
自
治
法
改
正
に 

対
す
る
市
の
考
え
は

問
　
法
改
正
に
よ
る
本
市
の
自

治
事
務
へ
の
影
響
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
今
回
の
改
正

で
は
、
個
別
法
と
同
等
の
厳
格

な
要
件
に
従
っ
た
運
用
が
求
め

ら
れ
る
と
し
て
お
り
、
市
の
自

治
事
務
が
大
き
く
変
わ
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
国
会
の
議
論
で
決
め
る
法

で
は
な
く
、
閣
議
決
定
と
な
れ

ば
、
法
の
縛
り
は
な
く
な
る
と

考
え
る
が
見
解
を
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
国
か
ら
強
権

的
な
指
示
は
な
い
と
考
え
る
。

12
月
か
ら
の
紙
の
保
険 

証
発
行
停
止
に
つ
い
て

問
　
12
月
か
ら
の
マ
イ
ナ
保
険

証
の
再
発
行
や
更
新
手
続
き
に

係
る
期
間
を
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
現

在
、
特
急
対
応
が
検
討
さ
れ
て

お
り
、
手
続
き
は
数
日
間
程
度

に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

問
　
国
民
健
康
保
険
の
新
規
加

入
者
で
、
マ
イ
ナ
保
険
証
未
登

録
者
に
対
す
る
対
応
を
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
12

月
２
日
以
降
は
令
和
７
年
７
月

31
日
ま
で
の
資
格
確
認
書
を
発

行
す
る
。

問
　
厚
生
労
働
省
は
、
10
月
か

ら
国
民
健
康
保
険
の
場
合
は
住

民
票
の
あ
る
市
町
村
窓
口
で
マ

イ
ナ
保
険
証
の
登
録
解
除
が
で

き
る
と
し
て
い
る
が
、
市
の
対

応
と
市
民
へ
の
周
知
を
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
国

か
ら
は
本
年
10
月
末
め
ど
の
解

除
申
請
の
受
付
開
始
に
向
け
、

シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
必
要
な
準

備
を
す
る
よ
う
依
頼
さ
れ
て
い

る
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
周
知
す
る
。

問
　
そ
の
よ
う
な
状
態
で
10
月

に
間
に
合
う
の
か
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
対

応
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
し

た
く
な
い
人
に
は
資
格
確
認
書

を
発
行
す
る
の
か
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
来

年
7
月
末
ま
で
は
紙
の
保
険
証

を
使
っ
て
も
ら
う
対
応
と
な

り
、
資
格
確
認
書
は
記
載
変
更

が
な
い
限
り
基
本
的
に
発
行
し

な
い
。

問
　
資
格
確
認
書
は
速
や
か
に

発
行
で
き
る
の
か
伺
う
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
担
当
部
長
　
即

日
で
発
行
で
き
る
と
考
え
る
。

戦
後
80
年
を
迎
え
る 

市
の
取
り
組
み
は

問
　
市
長
の
恒
久
平
和
に
対
す

る
思
い
を
伺
う
。

市
長
　
二
度
と
核
兵
器
を
使
う

戦
争
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
く
思
い
は

常
に
あ
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
南
部
福

祉
会
館
の
在
り
方
の
見
直
し

な
ま
ち
づ
く
り
を
将
来
構
想
と

し
て
策
定
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。
縦
割
り
で

は
な
く
横
断
的
に
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
庁
内

の
ど
の
部
署
が
担
っ
て
い
く
の

か
伺
う
。

企
画
政
策
部
長
　
各
関
係
部
署

が
関
わ
っ
て
策
定
す
る
た
め
、

特
定
の
部
署
が
決
め
る
の
で
は

な
く
、
市
全
体
と
し
て
判
断
を

し
て
い
く
べ
き
内
容
だ
と
考
え

て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
湘
南
海

岸
公
園
龍
城
ケ
丘
ゾ
ー
ン
整

備
・
管
理
運
営
事
業
、
認
可
保

育
所
の
整
備
、
ひ
ば
り
幼
稚
園

の
閉
園
に
つ
い
て

問
　
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

定
期
接
種
が
始
ま
る
。
接
種
は

個
人
の
判
断
に
任
さ
れ
る
た

め
、
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト

を
伝
え
る
必
要
が
あ
る
が
、
周

知
方
法
を
伺
う
。
ま
た
、
予
防

接
種
の
副
反
応
に
よ
る
健
康
被

害
は
ま
れ
だ
が
起
き
る
た
め
、

国
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救
済

制
度
も
周
知
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
予
防
接
種
健
康
被
害
救

済
制
度
の
本
市
の
申
請
件
数
と

審
査
済
み
件
数
、
認
定
件
数
、

う
ち
死
亡
認
定
件
数
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
重
症
化

な
ど
を
予
防
す
る
効
果
と
健
康

被
害
な
ど
の
リ
ス
ク
を
比
較

し
、
接
種
す
べ
き
か
ど
う
か
判

断
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

令
和
５
年
度
決
算
か
ら

問
　
コ
ロ
ナ
融
資
を
受
け
た
事

業
者
の
多
く
が
、
業
績
が
回
復

せ
ず
に
返
済
が
難
し
い
状
況
を

把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

産
業
振
興
部
長
　
全
国
的
に
倒

産
が
少
し
多
く
な
っ
て
い
る
。

金
融
機
関
と
連
携
し
、
事
業
者

の
把
握
や
相
談
に
乗
っ
て
い
き

た
い
。

問
　
行
政
と
し
て
で
き
る
施
策

の
検
討
が
必
要
だ
と
考
え
る
が

見
解
を
伺
う
。

市
長
に
問
う

平
塚
の
都
市
像
は

江
口
　
と
も
こ 

議
員

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
健
康
被
害
救
済

制
度
　
本
市
初
め
て
の
死
亡
認
定

渡
部
　
り
ょ
う 

議
員

12
月
か
ら
の
紙
の
健
康
保
険
証

発
行
停
止
へ
の
対
応
に
つ
い
て

髙
山
　
和
義 

議
員

し
ら
さ
ぎ
・
無
所
属
ク
ラ
ブ

しらさぎ・無所属クラブ日本共産党平塚市議会議員団
所 属 議 員所 属 議 員

松本 敏子 議員

日
本
共
産
党
平
塚
市
議
会
議
員
団

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を

活
用
し
、
国
が
公
表
す
る
科
学

的
知
見
に
基
づ
く
最
新
の
情
報

を
周
知
し
て
い
く
。
健
康
被
害

救
済
制
度
に
つ
い
て
だ
が
、
令

和
６
年
９
月
１
日
時
点
で
、
申

請
件
数
は
13
人
、
審
査
済
み
件

数
は
７
人
、
認
定
件
数
６
人
、

う
ち
死
亡
認
定
件
数
は
１
人
で

あ
る
。

駅
北
口
喫
煙
所
が
改
装

問
　
平
塚
駅
北
口
喫
煙
所
は
一

部
分
に
し
か
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

設
置
で
き
る
よ
う
た
ば
こ
事
業

者
と
協
議
し
て
い
る
。

▼
こ
の
ほ
か
の
質
問
　
び
わ
青

少
年
の
家
　
下
水
道
施
設
の
耐

震
化
　
熱
中
症
対
策

はた 文昭 議員元島 しん 議員

ベルマーレがホームとする市営の平塚競
技場。J1基準を満たしておらず専用ス
タジアムを求める声が大きい。

平 塚 駅 北 口 喫 煙 所 の 現 状

駅周辺の街並み。風情を活かし人の流れ
を生む、まちづくりが望まれる。
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問
　
び
わ
青
少
年
の
家
の
利
用

対
象
者
を
広
げ
、
市
内
の
青
少

年
団
体
や
育
成
関
係
者
に
加
え

て
市
内
外
の
家
族
連
れ
や
グ

ル
ー
プ
の
利
用
が
可
能
と
な
っ

た
が
、
こ
れ
ま
で
の
利
用
団
体

な
ど
へ
の
配
慮
と
現
在
の
ニ
ー

ズ
と
の
乖
離
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
伺
う
。　

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
青
少
年

健
全
育
成
の
た
め
に
活
動
し
て

き
た
市
内
青
少
年
育
成
団
体
は

継
続
的
に
利
用
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
優
先
的
に
予
約
が
で
き

る
よ
う
に
す
る
。
現
状
は
団
体

で
の
利
用
施
設
と
し
て
整
備
運

営
し
て
お
り
、
家
族
連
れ
や
少

人
数
利
用
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら

れ
て
い
な
い
た
め
、
今
回
、
少

人
数
グ
ル
ー
プ
で
の
利
用
を
可

能
に
し
た
。

問
　
９
月
補
正
予
算
に
計
上
さ

れ
て
い
る
内
容
を
伺
う
。　

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
野
外
ト

イ
レ
の
改
修
や
施
設
内
の
一
部

舗
装
に
向
け
た
測
量
、
設
計
の

ほ
か
、
野
外
調
理
場
照
明
の
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
な
ど
快
適
性
や
衛
生
環

境
、
利
便
性
の
向
上
を
図
る
も

の
で
あ
る
。

問
　
Ｗ
ｉ
―
Ｆ
ｉ
の
設
置
や
、

携
帯
電
話
な
ど
の
通
信
環
境
の

改
善
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
各
通
信

回
線
事
業
者
と
相
談
し
、
対
応

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

問
　
利
用
者
が
炊
事
場
内
の
か

ま
ど
の
周
り
で
食
事
を
す
る
姿

を
見
か
け
る
。
野
外
テ
ー
ブ
ル

周
辺
の
整
備
の
必
要
性
を
感
じ

る
が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
今
ま
で

は
一
団
体
が
利
用
す
る
想
定

だ
っ
た
が
、
今
後
は
複
数
の
団

体
が
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
た

め
、
利
用
の
ル
ー
ル
や
野
外

テ
ー
ブ
ル
の
整
備
も
含
め
、
計

画
を
詰
め
て
い
き
た
い
。

問
　
び
わ
青
少
年
の
家
の
魅
力

ア
ッ
プ
整
備
計
画
を
立
て
て
整

備
を
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
利
用
者

の
目
線
を
大
事
に
し
、
多
く
の

人
の
交
流
の
場
と
な
る
よ
う
計

画
を
立
て
て
い
き
た
い
。

問
　
３
館
統
合
後
は
集
会
機
能

の
み
の
施
設
に
な
る
予
定
で
あ

る
。
現
在
の
利
用
団
体
が
不
自

由
に
な
ら
な
い
よ
う
、
教
育
会

館
に
美
術
室
や
会
議
室
兼
音
楽

室
を
用
意
し
、
空
手
や
ダ
ン

ス
、
陶
芸
な
ど
を
行
え
る
よ
う

に
す
る
の
か
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
会
議
以

外
を
目
的
と
す
る
場
合
は
、
他

の
施
設
を
使
用
し
て
も
ら
う
。

諸
活
動
団
体
に
は
他
の
施
設
へ

の
利
用
案
内
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
丁
寧
な
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
く
。

市
内
小
中
学
校
体
育
館 

の
エ
ア
コ
ン
設
置

問
　
体
育
館
は
災
害
発
生
時
の

避
難
所
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る

が
、
避
難
時
の
寒
さ
に
よ
る
関

連
死
の
事
例
が
あ
る
こ
と
や
夏

場
は
熱
中
症
や
感
染
症
の
リ
ス

ク
も
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
エ
ア

コ
ン
の
設
置
は
必
須
だ
と
思
う

が
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長
　
よ
り
効
率
的

で
効
果
的
な
設
置
方
法
を
検
討

し
、
継
続
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
事

例
を
研
究
し
て
い
く
。

な
ぎ
さ
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド 

に
葬
儀
場
建
設
予
定

問
　
平
塚
市
ま
ち
づ
く
り
条
例

で
定
め
ら
れ
て
い
る
住
民
説
明

会
後
に
、
一
部
住
民
に
対
し
不

当
な
行
為
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
事
業
者
に
丁
寧
な
説
明

を
す
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
く

と
の
こ
と
だ
が
、
ど
の
よ
う
な

指
導
を
行
っ
た
の
か
伺
う
。

ま
ち
づ
く
り
政
策
部
長
　
ま
ち

づ
く
り
条
例
の
規
定
を
口
頭
で

事
業
者
に
説
明
し
、
規
定
に
則

し
た
手
続
き
を
す
る
よ
う
に
指

導
し
た
。

幼
児
教
育
の
行
方
は

問
　
ひ
ば
り
幼
稚
園
と
南
原
保

育
園
が
統
合
さ
れ
、
民
設
民
営

の
認
定
こ
ど
も
園
が
開
園
す
る

が
、
本
市
の
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
理
念
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺

う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長
　
幼
・

保
・
小
の
枠
組
み
を
超
え
、
計

画
的
、
継
続
的
に
連
携
を
進
め

て
い
け
る
よ
う
、
教
職
員
が
幼

児
や
児
童
の
生
活
や
学
び
に
つ

い
て
相
互
理
解
を
深
め
、
育
て

た
い
力
や
指
導
上
の
配
慮
指
導

計
画
な
ど
に
つ
い
て
協
議
で
き

る
場
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

問
　
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、

全
て
の
幼
・
保
・
こ
ど
も
園
の

連
携
を
強
化
し
、
幼
児
教
育
の

質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
教
育

委
員
会
主
導
で
幼
児
教
育
セ
ン

タ
ー
を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

学
校
教
育
部
長
　
幼
児
教
育
の

内
容
、
指
導
方
法
な
ど
に
関
す

る
調
査
研
究
、
保
育
教
諭
に
関

す
る
相
談
業
務
な
ど
を
研
究
し

て
い
る
。
先
行
自
治
体
の
事
例

な
ど
を
見
な
が
ら
本
市
の
実
情

を
踏
ま
え
て
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

無
所
属

輝
く
明
日
の
平
塚
を
見
据
え
て

臼
井 

照
人 

議
員

青
少
年
会
館
と
勤
労
会
館
が
教
育

会
館
へ
統
合
、
市
民
の
声
は

佐
藤 

由
美
子 

議
員

過去に発行した議会だより

「マチイロ」

市議会ホームページでは、
これまで発行し
たひらつか議会
だよりをご覧い
ただけます。

アプリ「マチイ
ロ」にひらつか
議会だよりを掲
載しています。

教育民生
　議案３案件は全て原案どおり可
決すべきもの、請願１件は採択す
べきものと決定しました。
○議案第５９号　平塚市立の学校の
設置に関する条例の一部を改正す
る条例
　市立幼稚園を廃止するために
条例を改正するものだが、市立幼
稚園は配慮を必要とする子どもを
含めたインクルーシブな幼稚園だ
と認識している。幼児期における
インクルーシブ教育について、本
市の考え方を伺う。
　インクルーシブ教育について
だが、本市では全ての子どもがで
きるだけ共に学び共に育つという
共生社会に向けた教育の実現に向
けて取り組んでいる。
○議案第６７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　中学校特別教室・教育相談室
空調機賃借料について、中学校は
市内に15校あると思うが、今回購
入ではなくリースにした理由と、
国や県の補助金が出るのか伺う。
また、期間が12年間と長いが、な
ぜこんなに長期間なのか伺う。

　購入とリースを比較検討し、
維持管理も含めて安価であったこ
とと、短期間での設置が可能であ
ることからリース方式を選んだ。
リース方式は補助の対象とならな
いが、コストの比較検討をした中
で、若干ではあるがリースのほう
がコスト的なメリットがあること
を加味したうえで選んでいる。
リースの期間は12年間だが、実質
は１２０か月で10年間となり、今
の予定では令和７年９月から令和
17年８月末までとなる。
　中央図書館改修設計業務委託
料について、中央図書館が休館す
るのは令和８年度から９年度の２
か年である。この間は図書館利用
者はどうしたらよいのか。図書館
は本の貸出しだけでなく、児童生
徒や受験生などが学習の場として
利用している。休館期間に代替場
所などを考えているのか伺う。
　休館中の利用者対応だが、休
館中は臨時窓口の設置を予定して
おり、併せて地区図書館の利用を
促していきたいと考えている。児
童生徒や受験生などの学習の場所
についても同様に、休館中は地区
図書館の利用を案内していく。

環境厚生
　議案８案件は全て原案どおり可
決すべきものと決定しました。
○議案第６１号　平塚市七国荘の設
置及び管理等に関する条例を廃止
する条例
　この条例は七国荘の廃止につ
いての条例だが、来年４月１日以
降の所管課を伺う。
　４月１日以降の所管課は、ど
こが使用していくのかを現在庁内
で調整中であり、現段階では確定
していないが、令和６年度中は福
祉部が所管していく。
　七国荘の廃止について、市民
から提言や意見があったのではな
いかと想像するが、なぜこの意見
が開示されていないのか伺う。
　「福祉会館等のあり方見直し

（案）」から意見を基に改正した箇
所があり、現在ホームページで
「福祉会館等のあり方見直し」の
確定版が見られるようになってい
る。
○議案第６７号　令和６年度平塚市
一般会計補正予算
　社会福祉総務費のなぎさふれ
あいセンター改修事業について、

どのような改修を行うのか伺う。
　設置から30年ほどが経ち、施
設の長寿命化を考えるなかでの大
規模改修が入り口である。多額の
経費がかかるものは、例えば空調
などの更新や変電設備などの機械
設備で、ソフト面というよりも建
物の機能そのものの改修が多くあ
る。そのほか間取りの変更、床や
壁の張り替えを進めることで合計
13億円の継続費を計上している。
　予防費の予防接種事業につい
て、ワクチンの詳細を伺う。
　今回の新型コロナワクチンに
ついては、高齢者の重症化予防を
対象としたワクチンとなるため、
６５歳以上の人を対象としたものと
なる。また、６０歳から６５歳未満の
基礎疾患がある人も対象になる。
使用するワクチンについては、国
で薬事承認が行われており、予定
としてはファイザー、モデルナ、
ノババックス、第一三共、Ｍｅｉ
ｊｉＳｅｉｋａファルマの５種類
が認定される予定である。このワ
クチンについては医療機関が購入
することになっており、各医療機
関で接種をしてもらうこととなっ
ている。

常任委員会の審査概要 今定例会に上程された議案は所管の常任委員会に付託して審査しました。
主な質疑を紹介します。
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日 月 火 水 木 金 土
11/24 11/25 11/26 11/27 11/28 11/29 11/30

本会議
提案説明

など
12/1 12/2 12/3 12/4 12/5 12/6 12/7

本会議
［総括質問］

本会議
［総括質問］

12/8 12/9 12/10 12/11 12/12 12/13 12/14
本会議

［総括質問］
本会議

［総括質問］
常任委員会 常任委員会

12/15 12/16 12/17 12/18 12/19 12/20 12/21
本会議

［表決など］

12/22 12/23 12/24 12/25 12/26 12/27 12/28

審議結果一覧表では、会派名等を略称で表記
しています。正式名称等は次のとおりです。

清……清風クラブ（８名）
公……公明ひらつか（５名）
湘……湘南フォーラム（５名）
し……しらさぎ・無所属クラブ（４名）
共……日本共産党平塚市議会議員団（２名）
A……佐藤由美子（無所属）
Ｂ……臼井照人（無所属）

問い合わせ
平塚市議会 議会局 ☎0463-21-8791

会派名等の表記について 市議会の傍聴について

編集委員　　�元島しん　　久保田聡 
岡崎通子　　黒部栄三

議　　長　　坂間正昭
副 議 長　　出村　光

議 会 報 編 集 委 員 会

審議の結果
〇は賛成　×は反対　退は退席

（各会派の正式名称はページ左下に記載しています）市長提出議案
議案番号 件　名 結果 清 公 湘 し 共 Ａ Ｂ

認第1号 決算の認定について〔令和５年度平塚市一般会計・特別会計決算〕 継続審査 － － － － － － －

認第2号 決算の認定について〔令和５年度平塚市病院事業決算〕 継続審査 － － － － － － －

認第3号 決算の認定について〔令和５年度平塚市下水道事業決算〕 継続審査 － － － － － － －

第56号 平塚市附属機関設置条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × × 〇 〇

第57号 平塚市一般職員の勤務時間及び休暇等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第58号 平塚市びわ青少年の家の設置および管理等に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第59号 平塚市立の学校の設置に関する条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

第60号 平塚市袖ケ浜デイサービスセンターの設置及び管理等に関する条例を廃止する
条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第61号 平塚市七国荘の設置及び管理等に関する条例を廃止する条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第62号 工事請負契約の締結について〔教育会館耐震補強工事（建築）〕 可決 〇 〇 〇 〇 × × 〇

第63号 損害の賠償について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第64号 指定管理者の指定期間の変更について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第65号 市道路線の認定について 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第66号 利益の処分について 継続審査 － － － － － － －

第67号 令和６年度平塚市一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第68号 令和６年度平塚市介護保険事業特別会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第69号 令和６年度平塚市病院事業会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第70号 令和６年度平塚市一般会計補正予算 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第71号 平塚市国民健康保険条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 〇 〇2 
退2 × × 〇

第72号 教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

第73号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12 月 定 例 会の予定
　市議会の本会議や委員会は、どなたで
も傍聴できます。本会議では、車いす席
やお子様連れの方のための特別傍聴席も
設けています。会議の開催日に平塚市庁
舎本館８階にお越しください。
　12月定例会の本会議と常任委員会は、
右記日程での開催を予定しています。本
会議と常任委員会は午前10時に開会の予
定です。
　また、定例会本会議はケーブルテレビ

（SCN）での生中継と当日夜の録画放送、
インターネットでの生中継と録画中継の
配信を行っています。

報告番号 件　名
第9号 継続費の精算報告について
第10号 健全化判断比率について
第11号 公営企業の資金不足比率について
第12号 専決処分の報告について

報　告

請　願
請願番号 件　名 付託委員会 結果

第3号 所得税法第56条廃止の意見書を国に提出することを求める
請願 総務経済常任委員会 不採択

第4号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書を国に提出す
ることを要望する請願 教育民生常任委員会 採択

会議案番号 件　名 結果 清 公 湘 し 共 Ａ Ｂ
第3号 平塚市議会会議規則の一部を改正する規則 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
第4号 選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

議員提出議案

【委 員 長】
　佐藤　貴子（写真）

【副委員長】
　上野　仁志

　令和５年度の決算審査から議案審査の
専門性、効率性を図る目的で、「総務経
済」、「都市建設」、「教育民生」、「環境厚
生」の４つの分科会を設置して９月26日
から９月30日にかけて審査を行いました。
※審査概要は、次号でお伝えします。

決算特別委員会を設置


